












Linguistic functions of deviated use of Japanese idioms: focusing on 
antonyms substitution for the adjective 








慣用句は一般に固定性が高く、語彙的柔軟性を欠くとされている (Liu, 2008; 宮地, 1982)。
慣用句に含まれる語をその反義語に置き換えると、慣用句として認められないものになる
場合が多い。例えば「厚い」と「薄い」は反義関係にあるが、(1a) に対して (1b) は慣用句





理解は可能である。(2) の下線部 a, bに示す三浦梅園の言葉は倫理的な学問観を戯画的・風





























働きもある (Safina et al., 2015)。 
PUには固定的な性質があり、最も典型的な実現形として規準形をもつ (Philip, 2008)。し
かし、変形を全く許容しないというわけではなく、修飾語など規準形には無い要素を挿入す
る (extension)、構成要素の一部を省略する (ellipsis)、構成要素の一部を他の語に置き換える 
(substitution) などといった変形操作を伴って用いられることもある (Partington, 1996; Safina 
et al., 2015)。Safina et al. (2015) は雑誌と新聞に基づいた調査から、書き手が PUを変形して
































詞」(西尾, 1985) を辞書形にもつものを現代言語研究会 (2007)、丹野 (1998)、米川・大谷 
(2005) の 3 冊の日本語慣用句辞書から目視で抽出した。それらのうち、反義関係にある形
容詞の片方だけが慣用句として用いられる句 (例：食が細い／*太い) について、「*食が太
い」のように辞書に掲載が無い方の句 14種の用例を『国語研日本語ウェブコーパス (NWJC)』
から抽出した。検索条件は形容詞をキーとし、その前方 3 語以内に慣用句に含まれる名詞 
(例：食) が共起する例を収集した。検索結果総数が 300 を超える場合は全検索結果の中か
らランダムで抽出した 300例、それ以下であれば全検索結果を予備調査の範囲 (表 1「分析
例」) とした。こうして設定した範囲の中から慣用句的な意味での用例のみを目視で拾い、
その粗頻度 (表 1「うち慣用句的用法」) および分析例に対する比率 (表 1「慣用句的用法比
率」) の高いものを本調査の対象として選んだ。「頭が柔らかい (考え方が柔軟な様子)」「息
が短い (長続きしない様子)」「腰が軽い (気軽に行動を起こす様子)」「食が太い (たくさん
食べる体質)」「神経が細い (些細なことでも気にしてしまう性質)」「造詣が浅い (知識が乏
しい様子)」である (表 1星印)。 
 
表 1 予備調査結果 




比率 (%) 対象 
造詣が浅い 80 80 80 100.00 ★ 
頭が柔らかい 2,319 300 284 94.67 ★ 
食が太い 162 162 145 89.51 ★ 
神経が細い 447 300 246 82.00 ★ 
面の皮が薄い 20 20 14 70.00   
息が短い 142 142 93 65.49 ★ 
態度が小さい 69 69 43 62.32   
腰が軽い 997 300 124 41.33 ★ 
血の気が少ない 38 38 15 39.47   
影が濃い 1,142 300 108 36.00   
足が軽い 2,566 300 9 3.00   
心臓が弱い 2,212 300 7 2.33   
気が少ない 289 289 0 0.00   

























































2,510 265 263 109 53 51 3,251 
ブログ 
（団体） 
105 3 8 2 1 1 120 
Q&A サイト 200 19 11 6 4 0 240 
掲示板 172 24 9 0 8 3 216 
企業サイト 31 1 1 0 0 0 33 
ネット小説 17 18 4 3 0 0 42 
投稿記事 23 0 3 0 1 1 28 
その他 159 6 19 3 8 1 196 
合計3 3,217 336 318 123 75 57 4,126 
                                                   
2 検索条件に一致しても慣用句的な表現でない例も存在する。「この、うどんという日本の国民食、太い
麺、強いコシ、胃の中で膨張する」(出典：http://tnc.typepad.jp/main/2006/01/post_ec55.html) などである。 
3 検索結果のうち URLの有効なもののみを調査対象としたため、表 2と表 3では合計数が異なる。 
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 ３．２ 調査対象の句の用法 
調査対象の句には比喩的な意味と文字通りの意味があり、これらをかけて洒落を作る用
例 (5) が見られた。また、元の慣用句と対比させることで洒落を作る用例 (6) も確認され





















書き手 A の発話に含まれる慣用句を受けて書き手 B が対義語への置き換えがなされた句を
用いる例が確認された。(8) ではブログに寄せられたコメント (a) に対して本文の書き手か
らコメントが返されており、(9) では掲示板への書き込み (a) に対して他者からレスポンス 
(b) が寄せられている。また、書き手 A の発話に対義語への置き換えがなされた句が含まれ
ており、それを受けて書き手 B が元の慣用句を用いる例も確認された (10)。このように対
話の中で反義語への置き換えが用いられる例は 49例確認された (表 4)。 
 




(9) a. 何百人って人間が見てる中であんな戦い方が出来る図太い神経には呆れた 
b. >>125 お前の神経か細過ぎワロタ 
【出典】 http://ff.doorblog.jp/archives/50285859.html 
 
(10) a. 中学生になってもまだまだごんたまちゃんの頭は柔らかいのね 




                                                   
4 (6) は古書店のウェブサイトからの用例である。 
??????ワ?クショップ2018?????
109 2018?9?4?-5?














洒落 20 4 10 1 0 0 35 
対話 27 4 6 9 2 1 49 















者の発言に含まれる元の慣用句を受けて、反義語への置き換えが用いられる例 (8, 9) やそ
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